
市政に関する地域座談会実施報告書 

 

開 催 日 時 平成３０年１２月２０日（木）午後７時３０分～午後９時０５分 

会   場 フローラ・SAGAE  502会議室 

地域座談会の内容（質疑応答の内容等） 

①子どもたちの通学等の安全も考えて、横町の孫兵衛商店から法泉寺までの道

路の側溝と舗装整備をお願いしたい。 

→前から要望はいただいており、実現できるよう頑張りたいと思います。 

 

②山岸町の道路拡幅整備計画があるようだが、その進捗状況はどのようになっ

ているのか。また、長岡山の公園の整備状況についても伺いたい。 

→道路拡幅整備は、都市計画マスタープランに基づき行っています。その

中で、山岸の道路拡幅は中長期的な計画に位置付けられており、少し時

間を要する計画となっていますのでご理解ください。 

    また、長岡山の公園整備については、旧成人病センター付近からの取

り付け道路の整備を終えたところであり整備計画の途中です。今後、つ

つじ園の整備、公園内道路の整備を行いながら、陸上競技場と野球場の

整備について検討してまいります。毎年少しずつ予算を付けて進めてい

きたいと思っていますのでご理解ください。 

 

③長岡山には山形県の森林研究研修センターもあるので、その施設とコラボし

てわらび園や栗園を整備して観光誘客を図ってはどうか。 

→現在も森林研究研修センターと連携した取り組みを行っていますが、今

後さらなる賑わいづくりができないか、話し合っていきたいと思います。 

 

④ＪＡ寒河江支所付近から一龍までの線路沿いにある樹木を丑町の有志で管

理している。住民の高齢化により管理が大変になったため、市の更なる支援

(定期的な手入れ)をお願いしたい。また、除雪についてもお願いしたい。 

→市街の方も多く訪れる場所なので、除雪も含めてできるだけ市でも対応

するよう考えていきます。 

 

⑤マザーズ拠点施設の整備状況等について伺いたい。また、第６次振興計画の

進捗状況と計画終了後の対応について伺いたい。 

→マザーズ拠点施設については、来年４月の完成に向けて順調に工事が進

んでいます。また、町会より関連要望も受けているので、その要望解決

に向けて取り組んでいます。 

    第６次振興計画については、５年ごとの行動計画を策定し、振興審議



会の委員の方より進捗状況等に対する意見をいただきながら進めていま

す。また、関連する都市計画マスタープラン及び慈恩寺「悠久の魅力向上

計画」等についても同様に進めており、計画が終了する平成３７年には、

これまでの実施状況等を踏まえ、新しい計画を策定し実施していく予定で

す。 

 

⑥「歴史・文化振興検討準備委員会」の今後のあり方等について伺いたい。 

→「歴史・文化振興検討準備委員会」は、来年４月には「準備」が取れた「歴

史・文化振興検討委員会」として設立します。その中で、歴史・文化セ

ンターの設置に向けても検討して欲しいと考えています。 

 

⑦小中学校のエアコン整備計画の状況を伺いたい。 

→来年の７月まで小中学校の普通教室すべてにエアコンを整備するため、

今年９月に約５億円の予算化を行い、現在整備に取りかかっています。 

 

⑧常設のグラウンドゴルフ場の整備を行って欲しい。 

→整備に向けて検討していきたいと思います。 

    

⑨山岸町の道路拡幅については、補償費が大きくなると思うので、全体的な拡

幅でなく所々に避難所を設ける拡幅でもいいのではないか。 

→良いアイデアをいただきました。参考にしたいと思います。 

 

⑩高額療養費未請求の後処理について、どう対処しているのか伺いたい。 

また、損失額は 3000万円に県補助金の 1500 万円分も加えた額なのか。 

→請求できなくなった約 3000万円については、担当者、関係職員のほか、

特別職の協力、また、職員有志からもみんなで協力していくべきとの声

もあり、それらをまとめて補填することとして調整しています。額が大

きいため少し時間がかかると思いますが間違いなく行っていきます。 

市民の皆様にはもう少しはっきりした段階で改めて報告いたします。 

また、県補助金返還分の 1500万円については、補助金を多くもらって

いた分を返すもので、3000万円に加わるものではありません。 

 

⑪駅前街路灯が破損された際、原因者が分からない場合は地元負担で復旧しな

ければならないと聞いている。街路灯は公共物としての意味合いが大きいと

思うので、電気料以外は市で管理する方向で検討していただけないか。 

→維持管理は、基本的に地元町内会にお願いしていますが、加害者が不明

である場合等は地元町会の負担額が多額となりますので、損害保険の加

入の可否や掛金の見積額を調べたうえで、損害保険の掛金に関する補助

制度の創設について検討させていただきたいと思います。 

 

 


